
教育目標：無限の可能性に挑戦する子 

 

 
「『平和』について考える」とは 

校長 嶋田 純一 

夏休み前になると「『平和』について考える夏にしましょう」と子どもたちに伝えてきまし

た。平和な日常が当たり前の私達にとって、過去の大戦での大きな被害や、今なお世界で続く

紛争を自分事として捉えることは、決して簡単ではありません。 

８月６日、広島での平和記念式典では、毎年、こども代表による「平和への誓い」が世界に

向けて発信されます。「みなさんにとって『平和』とは何ですか」で始まる今年のメッセージ

には、幼少期に被爆し、多くの仲間を失った曾祖父が「なぜ、自分は生き残ったのか」と心に

深い傷を負っていることが綴られています。その言葉に、「生き残ってくれてありがとう。命

をつないでくれたからこそ、今、私たちは生きています。」と応えるこども代表の言葉に、命

のつながりの尊さや生き抜く力の大切さを強く感じます。 

続けて、誰もが平和だと思える未来にするために、小学生の自分達にもできることがあると

三つ述べています。それが、「自分の思いを伝える前に、相手の気持ちを考えること」、「友

だちのよいところを見つけること」、「みんなの笑顔のために自分の力を使うこと」でした。

私達一人一人が、日々、大切にしたいことばかりです。 

私は、こども代表による「平和への誓い」から、平和について考えるということは、日常生

活そのものであることを学びました。自分が相手を思いやる行動を取ることで、誰もが過ごし

やすい環境が広がり、過去の大戦で苦しむ方々の気持ちを和らげたり、世界の紛争の解決につ

ながったりするのだと思います。誰もが平和だと思える未来は、私達一人一人の日常がつくり

出していくのだということを確認できた、有意義な夏でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米っ子だより 
 

柏崎市立米山小学校  

学校だより９月号 

令和５年９月５日 

「
平
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み
な
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っ
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平
和
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す
か
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争
い
や
戦
争
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な
い
こ
と
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差
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せ
ず
、
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と
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耳
を
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よ
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、
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皮
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目
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生
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命
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ま
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。 
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。 
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教育目標：無限の可能性に挑戦する子 

 

マラソン記録会から「米っ子しおかぜマラソン」へ 

昨年度より学校だよりやＰＴＡ全体会などでお伝えしていましたとおり、マラソ

ン記録会をリニューアルいたします。その名も「米っ子しおかぜマラソン」。「自

分に合った無理のない一定の速さで走り切ることを通して、走り抜く喜びや達成感

を味わう」ことをねらいに、１０月１２日（木）のオープンスクール当日、９時４

０分頃から１時間程度の予定で米山駅前を発着で行います。米山町にいくつかのチェックポイ

ントを設け、スタンプラリー形式で楽しみながら走ることができるよう、現在、計画している

ところです。 

これに合わせて、２０分休み（業間休み）に行ってきたマラソン記録会に向けての練習時間

も「Ｒｕｎ！ランタイム」と名称を改め、自分に合ったコースを選びながら、一定の速さで走

る練習を行うことにしております。 

「気持ちのよい秋の風を感じながら、米っ子と一緒にジョギングしてみよ

うかな」という保護者の皆様、地域の皆様、ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラー来校日 相談の申込みは、千葉養護教諭までお願いいたします。 

９月12日（火）午後・10月10日（火）午後・10月31日（火）午前・11月28日（火）午後 

１月23日（火）午前・２月20日（火）午後 

 

米山小学校ホームページアドレス  https://www.kenet.ed.jp/yone-syo 

＜９月の主な予定＞ 
4 日(月) 生活習慣改善週間（～9月 10 日） ＰＴＡ三役会（18:00～） 

6 日(水) 小中学生音楽鑑賞会（５，６年生：アルフォーレ）  移動図書館 

委員会  課外陸上 

8 日(金) 読書支援員来校日 

12 日(火） 全校ＳＳＥ  スクールカウンセラー来校日（午後）  課外陸上 

13 日(水) Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～）  クラブ（グランドゴルフ）  ＡＬＴ訪問 

14 日(木) Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

15 日(金) 読書支援員来校日 

19 日(火) 不審者対応避難訓練（全校：３限）  課外陸上 

20 日(水) 全校５限下校（職員研修のため）  Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

21 日(木) 米山登山事前学習（全校：５限）  米山保育園との交流会（３，４年生） 

Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

22 日(金) 読書支援員来校日  課外陸上 

25 日(月) Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

26 日(火) 親善陸上大会（６年生：柏崎市陸上競技場） 

27 日(水) 親善陸上大会予備日（６年生）  Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

28 日(木) Ｒｕｎ！ランタイム（10:20～） 

29 日(金) 読書支援員来校日 

30 日(土) 全校米山登山 

 


